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八
紘
一
宇
は
先
の
大
戦
の
名
残
、
山
名

は
冠
松
次
郎
と
そ
の
時
に
止
宿
し
た
梅
薫

楼
の
主
人
に
よ
り
戦
時
中
ま
だ
山
名
の
な

い
こ
の
山
に
登
っ
た
時
に
付
け
ら
れ
た
。

大
政
翼
賛
会
が
組
織
さ
れ
戦
争
に
突
き
進

む
中
、
登
山
界
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ

と
が
窺
え
る
。
大
谷
崩
れ
の
崩
壊
は
宝
永

地
震
（
宝
永
4
年
）
に
よ
る
も
の
で
、
富

士
山
の
宝
永
噴
火
を
起
こ
し
た
日
本
最
大

級
の
地
震
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
大
谷
崩
れ

は
、
長
野
県
の
稗
田
山
崩
れ
、
富
山
県
立

山
の
鳶
山
崩
れ
と
合
わ
せ
て
日
本
三
大
崩

れ
と
さ
れ
る
。

梅
ヶ
島
温
泉
バ
ス
停
か
ら
林
道
に
入
れ

ば
わ
ず
か
で
登
山
道
入
口
に
出
る
。
杉
・

檜
の
急
な
尾
根
で
ペ
ー
ス
を
作
り
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
登
ろ
う
。
自
然
林
に
変
わ
る
辺

り
で
林
道
に
出
る
。
車
な
ら
こ
こ
の
駐
車

場
が
利
用
で
き
る
。
ブ
ナ
・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

な
ど
の
原
生
林
の
尾
根
が
し
ば
ら
く
続
き

新
緑
と
シ
ロ
ヤ
シ
オ
と
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の

清
々
し
い
風
景
が
展
開
す
る
。
安
倍
峠
へ

の
分
岐
を
見
送
り
一
息
登
れ
ば
稜
線
の
富

士
見
台
で
富
士
山
と
対
面
で
き
る
。
こ
こ

か
ら
大
谷
崩
ノ
頭
ま
で
は
山
梨
県
と
の
県

境
線
を
行
く
こ
と
に
な
る
。
尾
根
は
部

分
的
に
荒
れ
て
ロ
ー
プ
が
掛
け
ら
れ
て

い
る
。
オ
オ
ナ
ギ
沢
ガ
レ
淵
を
過
ぎ
れ
ば

山
頂
ま
で
は
灌
木
の
な
だ
ら
か
な
登
り
、

こ
こ
で
も
シ
ロ
ヤ
シ
オ
・
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
、
さ
ら
に
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
の
花
が
楽
し

め
る
。
コ
ブ
を
越
え
カ
ラ
マ
ツ
林
が
見
え

出
せ
ば
頂
上
は
目
の
先
だ
。
梢
越
し
に
南

ア
ル
プ
ス
と
富
士
山
が
見
え
る
。

北
の
尾
根
は
七
面
山
に
通
じ
る
。

西
の
尾
根
が
コ
ー
ス
で
、
最
低
鞍

部
ま
で
比
高
１
５
０
㍍
の
急
な
下

り
、
鞍
部
か
ら
北
に
巻
く
。
ガ
レ

場
に
は
固
定
ロ
ー
プ
が
掛
け
ら
れ

て
い
る
。
尾
根
に
上
り
五
色
ノ
頭

か
ら
ア
ザ
ミ
次
郎
ノ
頭
を
越
え
、

雨
畑
林
道
に
下
る
道
を
見
送
る
。

続
く
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
広
い
尾
根
を

登
れ
ば
大
谷
崩
ノ
頭
だ
。
山
頂
を

削
る
断
崖
が
谷
底
に
一
気
に
な
だ

れ
落
ち
る
様
は
迫
力
が
あ
り
、
地

球
の
生
命
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
ガ
レ
淵
を
注
意
し
な

が
ら
下
れ
ば
新
窪
乗
越
に
出
る
。

こ
こ
か
ら
砂
礫
の
崩
壊
地
を
一
気

に
下
る
。（
山
伏
の
項
を
参
照
）
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停
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雑草が着床した大谷崩れ
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